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第 1 章では、移動ニーズとバスサービスのギャップを生むに至った背景を踏まえた上で、本研究 
の目的とその意義について述べた。
第 2 章では、既往論文や事例のレビューと既存統計デ一夕の整理、さらには本研究で実施したア 
ンケート調査の結果を通して、持続可能なバスサービス実現のための要件としての「中長期的視点」 
と 「協働型取り組み」の必要性について明らかにした。




第 4 章では、居住者のライフステージ変化と移動特性、特に交通手段分担率と手段別平均トリッ 
プ数の関係を分析し、これにライフサイクルモデルを応用することによって、将来の移動ニーズを予 
測し、持続可能なバスサービスの実現に向けた中長期的な視点に基づく方策検討の方向性を示した。




第 6 章では、以上の主な成果を取りまとめ、本研究の結論と今後に求められる主要な課題について 
も具体的に提示した。



























画分野の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文の著者は、博 士 （工学）の学位を受ける資 
格を有するものと認める。
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